
災害時における行政・NPO・ボランティア等との
連携・協働に向けた研修会－千葉会場
（兼 平成30年度災害ボランティアセンター運営者研修）
開催要項

開催趣旨
平成30年7月豪雨では、これまで述べ23万人ものボランティアが様々な被災者支援分野において活動をされ、質量ともに充実したボランティア活動が展開されました。
災害が多発、激甚化する中、被災者支援を効果的・円滑に実施するため、行政、社会福祉協議会、NPO・ボランティア団体、企業をはじめとして、災害時の被災者支援活動にかかわる多様な主体の連携体制を構築・強化することが、ますます求められております。
実際の多様な主体との連携のあり方については、当該地方公共団体の社会構造、地理・地形的環境、想定される災害の種類・規模等によりさまざまです。本研修会は、地方公共団体がNPO・ボランティア等との連携体制を構築するためにどのようなことを検討すればいいのか、どのようなことに留意すればいいのか等について、参加者が理解を深め、効果的な連携体制の構築に資することを目的とします。
なお、本研修会は千葉県社会福祉協議会主催の「平成30年度災害ボランティアセンター運営者研修」を兼ねるものとします。

開催日時・場所
日時：平成31年2月11日（月）10:00～16:00
場所：千葉県経営者会館　6階大ホール（千葉県千葉市中央区千葉港4-3）

主催：内閣府（防災担当）　共催：千葉県・千葉県社会福祉協議会

参加対象者
主な参加対象者は、自治体危機管理部局，防災ボランティア担当部局（地域防災計画／災害対策本部規程等で平常時・災害時に防災ボランティアを担当することが定められた各部局等）職員、社会福祉協議会等の職員、NPO、ボランティア団体等
（対象者）
· 都道府県の防災ボランティア担当部局職員（防災／企画／市民協働／健康・福祉等）
· 都道府県の社会福祉協議会職員
· 市町村の防災ボランティア担当部局職員等（防災／企画／市民協働／健康・福祉等）
· 市町村の社会福祉協議会職員等
· NPO、ボランティア団体等
· 青年会議所、生活協働組合、中央募金協会、民間企業、教育機関等被災者支援に携わる多様な主体
研修プログラム（案）
09:30～10:00　受付
10:00～10:10　開会挨拶
10:10～10:20　千葉県報告：
（仮題）千葉県におけるボランティア、NPO、行政の三者連携の取り組み状況
10:20～11:00　基調講演「（仮題）災害時における三者連携の役割」（講師：学識経験者）
11:00～11:50　パネルディスカッション「（仮題）災害時にどのように三者連携が行われたか：実践例」
　　　　　　　パネリスト（JVOAD、全国社会福祉協議会、自治体）
　　　　　　　※ 自治体は、熊本県、福岡県朝倉市等を想定
11:50～12:00　ワークショップについての説明
12:00～13:00　昼食
13:00～15:50　災害対応ワークショップ（演習・発表・講評を含む）
15:50～16:00　閉会挨拶

※ 研修プログラム、講師等は変更される場合があります。

6．参加費
　　無料

7．申込方法
別紙「参加申込書」により平成31年1月25日（金）までに下記担当までお申込み願います。

8．個人情報の保護について
本研修の参加申込を通じて取得した個人情報については、千葉県社会福祉協議会が定める「個人情報に関する方針（プライバシーポリシー）」に基づき取り扱うこととし、本研修の運営に関する業務以外の目的には使用いたしません。

9．その他
（１）定員を超える等により事務局からお断りの連絡がない限り参加可能です。
（２）会場には駐車場がありませんので公共交通機関をご利用ください。
（３）受講に際し配慮が必要な方は申込時にお申し出ください。
（４）昼食は各自で御用意ください。

10．申込先・問い合わせ先　
[bookmark: _GoBack]※E‐mailでお申込み願います。申込書の様式が必要な方は担当までメールで御連絡ください。
折り返し送信させていただきます。

■千葉県ボランティア・市民活動センター（担当：佐野・坂本）
　　　〒260－8508　千葉市中央区千葉港４－３
　　　TEL：043－204－6010／FAX：043－204－6015
　　E-mail：shakyo-vc@chibakenshakyo.com
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